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『『『『    臨床研修必修化と専門医制度臨床研修必修化と専門医制度臨床研修必修化と専門医制度臨床研修必修化と専門医制度 』』』』    

                         外科学講座   青 柳  成 明 

 

 

分子生物学や細胞生物学、あるいはゲノム医学の

領域における科学技術の進歩により、癌治療をはじ

めとしてこれまで原因不明とされてきた数多くの疾患

についても、その原因や発症のメカニズムが解明され

つつあり、科学としての医学も急速な、そして大きな

発展を遂げつつあり、実際の臨床においてもその成

果が反映され、治療効果を挙げ始めている。この最

近の目覚ましい医療・医学の発展は、これまでの永

年にわたる多くの基礎的な、あるいは臨床的な研究

の成果に基づいていることはいうまでもないことであり、

この面での大学医学部の基礎・臨床医学の各講座

および大学病院が果たしてきた役割はきわめて大き

いということには異論はないものと思う。 

これまで、基礎医学講座はもちろんであるが、臨床

医学講座の多くの医師も大学院生として、あるいは

「研究室」と称して一定の期間、臨床を離れて、しばし

ば基礎医学講座において多くの研究を行ってきた。

しかし、４年前には幾つかの学会においては、厚生

労働省から専門医の広告をすることが認められるよう

になった。専門医の資格を取得するためには、学会

の会員であることと共に多くの学会においては一定

の臨床経験と学術業績が要求されている。また、この

専門医の更新には、臨床経験の継続が必要であり、

将来的には診療報酬における専門医と非専門医の

格差も検討されている。これに加えて２００４年４月か

らは臨床研修の必修化が始まり、医学部を卒業して

医師免許を取ってからも、さらに２年間の臨床研修を

研修指定病院において受けなければ保険医登録が

できない、つまり医師としての仕事が事実上できない

仕組みとなった。また、研修指定病院となる基準も比

較的低く設定されている。これらのことから多くの研修

医は大学病院以外の病院での臨床研修を希望する

ようになり、研修終了後も多くの症例や手技を経験で

き、しかも十分な身分が保障された一般の研修病院

に多く集まるようになってきた。これは医師の分布をこ

れまで以上により実地の臨床へ偏重させ、医学部基

礎医学講座ばかりでなく臨床医学講座、引いては大

学病院の深刻なマンパワーの不足をもたらす結果と

なった。このマンパワーの不足は、重篤な疾患に悩

んでいる多くの患者に直面している大学病院の医師

の過大な負担をもたらしており、医師を地道な努力と

時間を要する研究から否応なしに遠ざけることになっ

ているように思われる。 

基礎的な研究から得られた情報に基づいて新たな

臨床診療が展開され、その臨床成績がフィードバック

されてさらに研究を促進させてきた結果が、今日の高

いレベルの医療として、最終的には患者へ還元され、

現在の社会を支えていると思われるが、私達を取り巻

く医療の現状を考えると、このような医学部および大

学病院における慢性的なマンパワーの不足は、やが

ては研究の質的、量的な低下とスピードの鈍化を生

じ、その結果として１０年あるいは２０年先には医療レ

ベルの全体的な低下をきたすのではないかと感じて

いる。 
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特特特特        集集集集         『『『『現在の現在の現在の現在の The Kurume Medical JournalThe Kurume Medical JournalThe Kurume Medical JournalThe Kurume Medical Journal についてについてについてについて』』』』 
 

１．１．１．１．    ＫＭＪ査読制度についてＫＭＪ査読制度についてＫＭＪ査読制度についてＫＭＪ査読制度について    
The Kurume Medical Journal(KMJ)は、平成１７

年度（Vol. 52）より査読制度を導入しています。 

○査読のシステムについて 

1．医学部大学院研究科のすべての教授を、Editor

として Editorial Board のメンバ－とする。 

2．Editor-in-Chief（編集委員長）は、投稿された論

文について、大学院医学研究科委員会委員

（Editor）のひとりに査読者の人選を依頼する。

依頼された Editor は、査読者を２名推薦する（２

名のうち 1 名は学外者でも可とする）。学内査読

者には、依頼された Editor 自身がなってもよい。

また、査読者は教授でなくとも可とする。 

3．Editor-in-Chief は、Editor から指名された査読

者に査読を依頼する。査読を拒否された場合に

は、別の査読者に依頼する。 

4．査読を受諾した査読者は、KMJ の査読の指針

等に従って査読する。 

5．Editor-in-Chief より Editor に査読結果を返却し、

Accept・Revision・Reject の判断を願う。 

6. Editor-in-Chief は、Editor の結論を投稿者に文

書で伝える。 

7. 結論が Revision であれば、Editor-in-Chief は、

著者に論文の修正を求める。 

8. 著者から修正論文が投稿された場合、Editor は

上記 4-6 の手続きを踏む。 

9. 採択された論文について、KMJ 専属の Foreign 

Counselor に英文校正を依頼する場合がある。 

○実際の査読状況、学外からの投稿について 

査読制度を取り入れてからこれまでに４３編受け

付けており、外部査読者による査読状況は１４編で

ある。また学外からの投稿は５編であった。 

（ＫＭＪ編集部・吉田彩子） 

 

２．２．２．２．    JJJJ----STAGSTAGSTAGSTAGＥについてＥについてＥについてＥについて    
J-STAGE とは、独立行政法人科学技術振興機構 

(JST) が構築した日本国内の科学技術情報関係の

電子ジャーナル発行を支援するシステムです。KMJ

は平成１８年度より J-STAGE において電子公開を行

なっております。J-STAGE 上で公開されている論文

は、ChemPort、PubMed、CrossRef を経由し、海外の

様々な電子ジャーナルサイト上の論文と相互にリンク

されます。KMJ の論文はこのシステムにより、世界中

どこからでもアクセスできるようになりました。 

J-STAGE   

http://www.jstage.jst.go.jp/browse/kurumemedj/-c

har/ja/ 

KMJ Homepage 

http://www.med.kurume-u.ac.jp/med/kmjedit/index

.html 

（ＫＭＪ編集部・吉田彩子、もろふじ印刷・諸藤一明） 
 

３．３．３．３．    査読制度導入に至る経過査読制度導入に至る経過査読制度導入に至る経過査読制度導入に至る経過    
研究者のしごとは、たった３つである。他人が書い

たもの（論文・総説・成書）を読むこと、実験・観察を

すること、論文を書くことである。３者の間に軽重の差

はないが、いくら勉強をしてもいくら実験を積み重ね

ても、その結果が論文というかたちで世に現れない

かぎり、その人の研究が認められることはない。よっ

てきちんとした論文を書くこと・書けることは、研究者

として生きて行く以上必要不可欠である。まして、

我々日本人は英語という外国語で論文を書かなくて

はならないという宿命を背負っている。論文を書いて

発表するということがいかに大変な作業であるかは、

この記事を読んでおられる読者には骨身にしみてい

るはずである。 

査読制度はなぜ必要なのかと問いかけてみよう。

その研究者がそのように主張しているなら、そのまま

雑誌に掲載されてもいいのではないかという意見が

ある。これは言論の自由という根元的な問題にも通

ずる。しかしながら、この意見は、大学医学部が所定

の単位を取得したと認定してその学生を卒業させた

のだから、そのまま医師として認めるべきだという、医

師国家試験不要論と同じである。このような議論が現

実にそぐわないことは明白である。周知のように、科

学も医学も必ず一定のレベルが要求されている。 

私は、２５歳で医学生理学系の大学院にはいり、

以来３２年間、上述の３つのことを繰り返してきた。悪

意むき出しの査読・辛辣な査読・好意的な査読・まじ

めな査読・いい加減な査読などなど、およそあらゆる

タイプの査読と接してきた。最近は、私自身が査読者

になることが多い。私の査読に対するスタンスは、基

本的になるべく採択する方向で読むことである。もち

ろん実験の不備・デ－タの曖昧さと不足、論理の矛

盾がみられれば容赦なく指摘し、実験の追加・実験

結果の提示の仕方の改善・Discussion の書き直しを

もとめる。このように、査読される立場・査読する立場

をとおして学んだことは、利害関係にあるライバルに

よる悪意むき出しの査読をのぞけば（現在ほとんどの
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雑誌は、投稿時に、エディターへのカバーレターに、

そのようなライバル関係にある研究者には査読に回

さないでほしい旨を要求することが許されている）、

概ね査読者は私の投稿論文にたいして、その雑誌

の水準に応じて適切な判断を下しており、その要求

に丁寧に応接すれば、よほどのことがない限り Reject

されないことを知った。また私が査読した論文につい

ても、私を含めた複数の査読者たちの意見に従って

丁寧に修正されていれば、Editor は適切に判断を下

すということも知った。 

平成１５年に赤須教授からKMJをひきついでまる３

年たった。最初の２年間は、すべての投稿論文に目

をとおし、英文の不明な点、誤り、論旨の展開にチェ

ックを入れて著者に返した。もちろん最終の英文校

正は KMJ 専属の米国人がしてくれるという安心感も

あったし、しかも年間たかだか４０編前後の論文数だ

からあまり気にせずに編集作業をやっていた。私の

チェックにほとんどの著者がまじめに応じてくれたの

もうれしかった。しかしながら，そのうちに気がかりな

ことが生じてきた。私のような門外漢が内科や外科の

論文を、私のごときレベルの医学知識および英語力

の目線から判断していいのだろうかという疑念がわい

てきた。投稿原稿の表紙(カバーページ)に外国人に

よる英文校正済みと書かれているのに，英文があまり

にも科学的あるいは医学的ではないので、「外国人

による英文校正済み」の内容を著者に問いただした

ところ、英文翻訳会社に依頼している例も少なからず

あった。これでは科学論文としては通用しないので、

私の部屋で First Author と一対一で英文をなおした

こともあった。査読制度導入を決定的に方向付けた

のは、KMJ の科学雑誌としての致命的な欠格事例に

遭遇したことであった。本学医学部の学位論文規定

には、「査読制度のない雑誌に掲載された論文を学

位論文として提出する場合は、単著でなければなら

ない」という規定がある。その故に、学位論文として提

出された単著のＫＭＪ論文の Corresponding Author

が、著者欄に名前が載せられていない当該講座の

教授、あるいは実験の指導にあたった助教授・講師

の名前になっている事例がみられた。このことは、そ

の単著論文の著者が責任を放棄しているとともに、

Authorship がない研究者がその論文の責任を負うと

いう、まことに奇妙な姿になっていることを意味する。

ことはここに谷まった。このままでは KMJ 編集の責

はおえないという思いに至った。 

本学医学部は、医学科・看護学科そして分子生命

研、付置研、医療センターをあわせ７０名を超える教

授を擁している。私が個人的にあくせくするよりも、こ

の教授陣の叡智をお借りすれば、論文の質はもちろ

ん KMJ の内容も一段と向上するのではないかと考え

た。投稿論文の内容が、ご自身の専門性に近しいと

思われる教授に Editor になっていただき、Reviewer２

名は自由に選んでいただく。Reviewer については、

学内外、国内外および職位を問わない。このような基

本方針が頭の中に像を結びはじめたとき、KMJ 編集

委員会にこのことを投げかけた。KMJ 編集委員会に

よる慎重な審議の末、最終方針が決まった。そして、

編集委員会の原案どおり、大学院研究科委員会で

可決された。 

査読制度導入に至る経緯については以上のとお

りだが、査読制度を取り入れてよかったと今しみじみ

感じている。Editor、Reviewer とも真剣勝負で査読を

している。また，投稿者の査読意見に対する対応もま

じめである。確実に KMJ 論文の質は向上している。

この感触を得たからこそ J-STAGE への公開に踏み

切った。査読制度が取り入れられてからの論文はす

べて J-STAGE 公開されている。世界の研究者に

KMJ をのぞく機会が与えられている。その効果のほ

どは今後検証されることになる。 

査読制度が取り入れられてから、著者からの修正

稿の提出がやや遅れる傾向がある。First Author の

若い研究者が、査読意見にたいしてどのように対応

したらいいのか戸惑っているようである。そのような場

合は、共著者として名前を連ねている上席の先生に、

対応のしかた・修正のしかたを相談すべきであるが、

講座によっては必ずしも風通しのいい講座ばかりで

ではないようである。論文の修正に当たって、査読者

の意見がもっともだと思われる場合には、可能なかぎ

り誠実に対応してほしい。しかし、なかにはどうしても

納得できない査読者の意見もあるであろう。そうであ

れば、その旨をきちんとカバーレターに書いてほしい。

著者からのそのような意見は、編集部の指導で必ず

尊重されるように図らっている。KMJ は幸い日本語で

カバ－レタ－が書ける。このメリットを最大限に利用し

てほしい。約２割の査読意見が英語で寄せられるが、

修正原稿に添えるカバーレターは、日本語で全く差

し支えない。さらに、掲載論文の最終的な英文につ

いては、編集部が判断して KMJ 専属の米国人に相

談する。英文について全く心配する必要はない。投

稿者は、発表したい研究成果を自己の英語ではっき

りと書き、堂々と KMJ に投稿してほしい。そして KMJ

の査読にまつわる応酬の経験を生かして、世界の一

流誌にどしどし投稿するような研究者に育ってほし

い。       

（ＫＭＪ編集長・野口 正人）            

The Kurume Medical Journal 編集部 

Teｌ：0942－35－3311（ext：3014） 

E-mail：kmjedit＠med.kurume-u.ac.jp 
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大学院医学研究科の人材養成の目的を明記！ 

～大学院学則・研究科規程改正を実施～ 
 

国の大学院改革の進捗状況などを紹介する本シリーズも早くも１年を経過しました。大学院ニュース

レター第３９号の本項でも紹介しましたが、大学院設置基準が改正され（平成１８年４月１日施行）、

各大学において「大学院の研究科または専攻ごとに人材の養成に関する目的、その他教育研究上の目的

を明記（大学院設置基準第１条の２）」するよう盛り込まれました。 

本学においても大学院設置基準に沿って大学院学則・研究科規程の見直しを進め、本学大学院の目的（下

記参照）をもとに、平成１８年１０月１１日（水）の大学院医学研究科委員会において、以下のように

決定されました。 

� 学校教育法に基づき、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究め、文化の進展に寄与するこ学校教育法に基づき、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究め、文化の進展に寄与するこ学校教育法に基づき、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究め、文化の進展に寄与するこ学校教育法に基づき、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究め、文化の進展に寄与するこ

とを目的とを目的とを目的とを目的    （久留米大学大学院学則第１条）（久留米大学大学院学則第１条）（久留米大学大学院学則第１条）（久留米大学大学院学則第１条）    

    

� 医学・医療の分野で先駆的な学術研究を推進するとともに、幅広い視野、高度の専門性と豊かな教養医学・医療の分野で先駆的な学術研究を推進するとともに、幅広い視野、高度の専門性と豊かな教養医学・医療の分野で先駆的な学術研究を推進するとともに、幅広い視野、高度の専門性と豊かな教養医学・医療の分野で先駆的な学術研究を推進するとともに、幅広い視野、高度の専門性と豊かな教養

及び人間性を備え、国際的に活躍し、地域医療に貢献しうる優れた人材を育成することを目的とする。及び人間性を備え、国際的に活躍し、地域医療に貢献しうる優れた人材を育成することを目的とする。及び人間性を備え、国際的に活躍し、地域医療に貢献しうる優れた人材を育成することを目的とする。及び人間性を備え、国際的に活躍し、地域医療に貢献しうる優れた人材を育成することを目的とする。

（久留米大学大学院医学（久留米大学大学院医学（久留米大学大学院医学（久留米大学大学院医学研究科規程改正第１条の研究科規程改正第１条の研究科規程改正第１条の研究科規程改正第１条の 1111））））    

    

� 医学研究科博士課程は、医学・医療の各専攻分野において、自立した研究者として学術研究を推進す医学研究科博士課程は、医学・医療の各専攻分野において、自立した研究者として学術研究を推進す医学研究科博士課程は、医学・医療の各専攻分野において、自立した研究者として学術研究を推進す医学研究科博士課程は、医学・医療の各専攻分野において、自立した研究者として学術研究を推進す

る能力をもつ人材を育成するとともに、高度に専門的な医療業務に従事するために必要とされる幅広いる能力をもつ人材を育成するとともに、高度に専門的な医療業務に従事するために必要とされる幅広いる能力をもつ人材を育成するとともに、高度に専門的な医療業務に従事するために必要とされる幅広いる能力をもつ人材を育成するとともに、高度に専門的な医療業務に従事するために必要とされる幅広い

学識、国際的視野ならびに豊かな教養と人間性を備えた人材を育成することを目的とする。（久留米大学識、国際的視野ならびに豊かな教養と人間性を備えた人材を育成することを目的とする。（久留米大学識、国際的視野ならびに豊かな教養と人間性を備えた人材を育成することを目的とする。（久留米大学識、国際的視野ならびに豊かな教養と人間性を備えた人材を育成することを目的とする。（久留米大

学大学院医学研究科規程改正第１条の学大学院医学研究科規程改正第１条の学大学院医学研究科規程改正第１条の学大学院医学研究科規程改正第１条の 3333））））        

 
施行は平成１９年４月１日からですが、既に平成１９年度に向けた取り組み（カリキュラム改正）な

どは始まっています。 

教員の皆様や学生諸氏におかれては、今一度本学大学院医学研究科の教育研究上の目的に目を通され、

よりよい大学院形成に向けご協力賜りますようお願い申し上げます。 

（大学院医学研究科科長 赤須 崇） 

************************************************************************************ 

★  ★ 
 

平成１８年度大学院特別講義（ＣＯＥ開催分）について 
毎年招聘しております花井陳雄（はないのぶお）（BioWa.Inc 社長／本学客員教授）先生の 

ＣＯＥ特別講義については、３月２日（金）３月２日（金）３月２日（金）３月２日（金）に開催される予定です。 

詳細が決定しましたら、後日お知らせいたします。 

 

平成１８年度博士課程個別最適医療系専攻基礎科目「プロテオーム／ペプチド解析」の 

講義実施日変更について 
標記の講義スケジュールのうち、以下の日程が変更になりましたのでお知らせします。 

（変更前） 平成１９年２月６日（火） 18:00～19:30    1501 教室 

                ↓ 

（変更後） 平成平成平成平成１９１９１９１９年年年年２２２２月月月月２２２２日（金）日（金）日（金）日（金）    18:00～19:30    1501 教室 
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事事務務通通信信                                                          

 

★★★★修士課程第２学年学生の皆様へ修士課程第２学年学生の皆様へ修士課程第２学年学生の皆様へ修士課程第２学年学生の皆様へ 

学位論文提出学位論文提出学位論文提出学位論文提出とととと年度末年度末年度末年度末スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール    
１．学位論文申請書類と提出期限１．学位論文申請書類と提出期限１．学位論文申請書類と提出期限１．学位論文申請書類と提出期限 

〔提出期限：〔提出期限：〔提出期限：〔提出期限：平成平成平成平成１９１９１９１９年年年年１１１１月月月月２６２６２６２６日（金）日（金）日（金）日（金）１７１７１７１７時（時間厳守）時（時間厳守）時（時間厳守）時（時間厳守）までに庶務課に提出〕までに庶務課に提出〕までに庶務課に提出〕までに庶務課に提出〕 
※ ①学位論文審査願：１通 ②主論文：５通（印刷公表が望ましい）③参考論文：各３通（作成

している者のみ） ④論文目録：１通 ⑤論文要旨：１通 ⑥履歴書：１通 ⑦単位修得証明

書：１通（教務課にて準備する）⑧写真（４×３cm）：２枚【申請書類については所定の書式

を医学部事務部庶務課よりメールで送付するので医学部事務部庶務課担当：吉田まで問い合わ

せること。】 

２．口述試験〔期間：２．口述試験〔期間：２．口述試験〔期間：２．口述試験〔期間：平成平成平成平成１９１９１９１９年年年年２２２２月月月月１１１１日～日～日～日～２２２２月月月月２１２１２１２１日〕日〕日〕日〕 

３．学位記授与式３．学位記授与式３．学位記授与式３．学位記授与式〔平成〔平成〔平成〔平成１９１９１９１９年年年年３３３３月月月月２８２８２８２８日〕日〕日〕日〕 
 

★★★★博士課程第１学年学生の皆様へ博士課程第１学年学生の皆様へ博士課程第１学年学生の皆様へ博士課程第１学年学生の皆様へ 

研究題目調査実施研究題目調査実施研究題目調査実施研究題目調査実施についてについてについてについて    
博士課程第１学年学生の皆様を対象に、平成１９年２月中旬ごろ研究題目調査を実施します。この調

査は博士課程在学中の各自の研究テーマを調査するためのもので、久留米大学院医学研究科規程第６条

に基づき第２学年前期の始まる前までに調査することと定義されております。 

調査書類が届きましたら、必要事項記入の上、期日までに必ず医学部事務部教務課まで御返送下さい。 

 

★★★★博士課程第博士課程第博士課程第博士課程第４４４４学年学生の皆様へ学年学生の皆様へ学年学生の皆様へ学年学生の皆様へ 

学位論文提出学位論文提出学位論文提出学位論文提出のののの手続手続手続手続きはおきはおきはおきはお済済済済みみみみですかですかですかですか？？？？    
 

博士課程第４学年学生の皆様で今年度中に学位論文提出手続きの修了を希望されておられる方は、既

に配布したスケジュールに沿って提出をお願いします。なお、提出されない方については、来年２月中

旬ごろを目途に医学部事務部教務課から「在学期間延長・単位修得満期退学希望調査」を実施しますの

で、その際にご回答をお願い致します。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

    

【【【【おおおお知知知知らせらせらせらせ】】】】    
大学院学生の駐車場応募について 

 

大学院在籍中の学生の平成１９年度駐車場応募については、平成１９年１月末から応募開始を予定し

ています。なお、正式な公募要領は駐車場委員会で審議される予定ですので、当該時期になりましたら、

各自所属講座等を通じて医学部事務部教務課へ御問い合わせ下さい。 

 

ロレアル－ユネスコ女性科学者 日本奨励賞の募集について 

 
ロレアル－ユネスコ女性科学者 日本奨励賞事務局より，生命科学、物質科学の分野において、博士

課程（後期課程）に在籍あるいは、博士後期課程に進学予定の４０歳未満の女性を対象に奨学金無償給

付のお知らせが届いております。詳細については、医学部事務部教務課担当：實松（内線３０２４）ま

でお問い合わせ下さい。 
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【【【【重要重要重要重要なおなおなおなお知知知知らせらせらせらせ】】】】 

 

関係法令の改正により、平成１９年１月４日より「１０万円を超える現金での振り込み等については、

金融機関に顧客の本人確認の義務が課せられる（以上、文部科学省文書より抜粋）」こととなったため、

本学大学院医学研究科における学納金（授業料）の納付についても、金融機関ＡＴＭからの現金振込は

不可能となります。 

また、預貯金口座を通じて振込を行う場合は従来どおりＡＴＭから振込可能ですが、本学が整理番号また、預貯金口座を通じて振込を行う場合は従来どおりＡＴＭから振込可能ですが、本学が整理番号また、預貯金口座を通じて振込を行う場合は従来どおりＡＴＭから振込可能ですが、本学が整理番号また、預貯金口座を通じて振込を行う場合は従来どおりＡＴＭから振込可能ですが、本学が整理番号

の確認が取れないため、本学が発行します学納金の確認が取れないため、本学が発行します学納金の確認が取れないため、本学が発行します学納金の確認が取れないため、本学が発行します学納金専用納付書を使用して納付いただきますよう、ご協力専用納付書を使用して納付いただきますよう、ご協力専用納付書を使用して納付いただきますよう、ご協力専用納付書を使用して納付いただきますよう、ご協力

お願い致しますお願い致しますお願い致しますお願い致します。。。。 

なお、今後はご面倒ですが、学納金の納付を現金で行う場合、金融機関において「本人と確認できる

書類（運転免許証・健康保険証など）」を持参・提示の上お振込みをお願い致します。 

詳細は・・・ 

金融庁ホームページ：http://www.fsa.go.jp/policy/honninkakunin/ 

文部科学省ホームページ：http://www.mext.go.jp/ 

 
10 月 17 日に行われた前期入学試験の結果は下記のとおりとなっております。 

          後期試験については次項のとおり実施いたします。 

 

 志願者数 受験者数 合格者数 

修士課程 15 名 15 名 15 名 

博士課程 6 名 6 名 5 名 

 
平成１９年度大学院医学研究科後期入学試験概要 

       

試験日程 
○○○○    後期（修士・博士ともに同一）後期（修士・博士ともに同一）後期（修士・博士ともに同一）後期（修士・博士ともに同一） 

  出願受付期間：１月２９日（月）～２月９日（金）１月２９日（月）～２月９日（金）１月２９日（月）～２月９日（金）１月２９日（月）～２月９日（金）      

試 験 日 ：２月２０日（火） 

合格発表日 ：３月１６日（水）午前１０時  

※ 当初の募集要項から変更しています。 

  ※ 他に出願資格審査期間を設定しているので注意すること。 

 

試験内容 

○○○○    修士課程修士課程修士課程修士課程：（基礎医学群・社会医学群・分子生命科学群・臨床基礎看護学群） 

          → 英語・小論文・面接 

（バイオ統計学群） 

                  →  英語・面接 

○○○○    博士課程博士課程博士課程博士課程：英語・面接 

 

編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
早いもので２００６年も残りわずかとなりました。この一年授業に研究に日々励まれたことと思います。

大変お疲れ様でした。皆様方のご活躍を祈念し、来年も職員一同よろしくお願いいたします。（松） 


